
 

１ 定着状況についての概要 

４年 
〇全体として目標値を下回っている。 

○資料を読み解く問題は、大幅に目標値を下回っている項目が多い。 
５年 

〇全体として目標値を下回っている。「活用」については、若干上回ってい

るが、「基礎」は、下回っている。 

〇「知識・技能」「思考・判断・表現」はともに目標値を下回っている。 

６年 
〇「活用」は目標値をすべて上回っているが、「基礎」は目標を下回ってい

るものがある。 

〇「思考」は目標を上回っているが、「基礎」は目標を下回っている。 

７年 
〇基礎・活用ともに概ね目標値を上回っている。 

８年 
〇目標値を下回っている観点：「知識・技能」「思考・判断・表現」が多い 

〇目標値を上回っている観点：「知識・技能」の一部（12％） 

〇目標値を下回っている：「基礎」「活用」が多い 

〇目標値を上回っている：「基礎」の一部 10％ 

９年 
〇 既習事項については目標値を下回ることがあっても、概ね目標値に近

い 

 

２ 具体的な課題 

４年 
○地図記号や四方位、用語などの基本的な知識を習得する。 

〇地図やグラフなどの資料から、指定された情報を読み取り判断する。 
５年 

〇地図やグラフ複数の資料などをもとに判断する。 

〇八方位の理解、災害時の対応などの基本的な知識を理解する。 

６年 
〇情報を生かした産業 

〇国土（世界の仲の国土 国土と人々の暮らし） 
７年 

〇目標値を下回っているものはすべて「思考・判断・表現」の観点であり、

活用の問題である。具合的には、「租税の役割」「SDGｓと国連の関わり」

「日本の選挙齢の引き下げ」の三つである。 

８年 
〇「世界の姿」「日本の姿」「世界の諸地域」 

〇「縄文時代～古墳時代」「飛鳥時代～平安時代」「中世の日本」 
９年 

〇「日本の地域的特色（交通）」「豊臣秀吉の政策」 

「江戸時代の新田開発」「戊辰戦争」「徴兵令」 

 

３ 課題の原因として考えられること 

４年 
〇基本的な知識・技能の定着が十分でなく、活用できていない。 

○資料から情報を読み取り、特徴を捉える力が十分身に付いていない。 
５年 

〇既習の基本的な知識・技能が十分に定着していない。 

〇資料を読み取る機会が少ないため、資料を読み取り、特徴を捉える力

が十分に身についていない。 

６年 
〇国の位置や地形の名称と位置、メディアの特徴など知識の定着が図れ

ていない。国の位置や地形の名称や位置、メディアの特徴など１回の学習

で学び終えていることが原因として考えられる。 

７年 
〇該当する問題に関する基礎知識と理解の不足。 

８年 
〇７学年に学習した基礎的な内容の定着が不十分 

９年 
〇基本的な知識に偏りがある。 

 

４ 課題解決のための方策 

４年 
〇既習の内容を、授業の中で関連付けながら継続的に指導する。 

○授業で多様な資料を扱い、読み取りの視点を身に付けさせる。 
５年 

〇授業内で多様な資料を読み解く活動を取り入れる。 

〇既習の知識・技能が十分に身につくよう繰り返し指導する。 

６年 
〇基礎知識の定着を図る帯活動を行う。 

〇授業において地図帳を活用することで、地名や地形などを適宜確認

し、基本的な知識の定着を図る。 

７年 
〇資料の読み取りや思考力・表現力を身に付けるアウトプットの機会を設

ける。 

８年 
〇既習内容についてもワーク等を活用した基礎基本の定着を図る 

〇学習習慣の形成により基礎基本の定着を促進する。 
９年 

〇授業内で問題演習を取り入れつつ、自主学習としてワークの等の反復

演習に取り組ませ、基礎知識の定着を図っていく。 

 

５ 次年度の数値目標 

４年 
〇基礎分野（知識項目）で目標値を上回れるようにする。 

○資料の読み取りに関する問題で、目標値に近付けるようにする。 
５年 

〇「基礎」が目標値を上回ることを目標とする。 

〇地図や複数のグラフ資料などの読み取りを重点的に指導する。 

６年 
〇「基礎」が目標値を上回ることを目標とする。 

〇基礎「国土の自然などの様子」を強化し、区内平均点及び目標値を上回

ることを目標とする。 

７年 
〇全領域、全観点で正答率が目標値を上回ることを目標とする。 

８年 
〇すべての観点において目標値を上回ることを目標とする。 

９年 
〇すべての領域で目標値を上回ることを目標とする。 
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